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最初は入居者様の名前を間違えてはいけないと必死で不安だったが、入居者さんから感謝の言葉をかけてもらい、とても嬉しく感じまし
た。 今まで経験したことのない作業で緊張したが、挑戦してみてまたやってみたい、働きたいという気持ちになりました。 これから
求人を検索する時は、厨房の仕事も視野に入れて探していきたいと思います。

0586-47-2122 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞
●活動場所 ｼﾙﾊﾞｰｼﾃｨ愛ライフ更屋敷
●実施日程 令和7年11月27日
●実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要
ｼﾙﾊﾞｰｼﾃｨ愛ライフ更屋敷と連携し、現在まだ請け負っていない
業務の中で、厨房作業の一部 配膳・下膳の作業において研修を
行った。
●利用者数   １名

＜活動の様子＞

＜目的＞
●利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい
利用者が就労に必要な知識・技能を身につけ、責任感と自信を
持って自立的な業務遂行ができるよう支援すること、また企業
様が障がい者雇用を検討している部署にて研修を行うことで一
般就労に繋がるきっかけとする
●利用者にとってのメリット
必要な知識・技能を身につけることで、作業に対する自信が高
まり、安定した就労継続や職務の幅の拡大につながる

＜成果＞
①初めての作業だったが、仕事に自信を持つことができた。ま
たやってみたいと思った。
②配膳時、入居者様から「ありがとう」と感謝の言葉を掛けら
れ、人の役に立つ嬉しさを感じられた。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

今回、食事の配膳作業の体験をさせていただきたいとの要望を伺い、今後の新たな業務の一つになればと研修してもらいました。
入居者の食事形態は様々なので、最初は配膳ミスをしないようにと 不安な様子も見受けられましたが、入居者から「ありがとう」「頑
張って」等の声掛けも励みとなったのか、本人の表情も徐々に柔らいで、終了時にはやり切った!という満足げな様子でした。
今回の体験が少しでも本人の自信に繋がったのであれば幸いです。こういった経験を通して、今後厨房での作業を希望してくださる方が
出てきて、さらに一般就労を目指してくれるようになれば、施設側としても前向きに検討したいと考えております。

連携先企業（担当者） アームスプロジェクト株式会社  （担当 堀尾）

利用者からの意見・評価

 令和７年 １１月 ３０日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
すまいる工房 2312102623

一宮市昭和一丁目３番２７号メゾンショワール 1階 加藤 栄一


